
 

 

1 

 

 

生命保険を通じて日本の中小企業を応援するエヌエヌ生命保険株式会社（代表取締役社長：フランク・エイシンク、

本社：東京都渋谷区、以下「エヌエヌ生命」）は、中小企業経営者の就業不能における実態を把握するため、病気や

ケガが原因で、1 ヶ月以上休職した経験を持つ全国の中小企業経営者 206名と元中小企業経営者 206名（以

下、「就業不能経験のある中小企業経営者」）を対象に調査を実施しました。 

 

＜調査結果まとめ＞ 

1. 就業不能の原因について、約 7割（67.0％）の就業不能経験のある中小企業経営者が「病気」と回答。具体

的な病名については、50代・60代以上で「がん」が最も多く、40代以下の若手経営者では「精神疾患」が最も

多い 

2. 約 6割（60.7％）が就業不能により会社経営を離れていた際の売上が「減少した」と回答し、平均で 49％売

上が減少した 

3. 就業不能時、約半数が「自身・家族の生活費」（48.8％）に困ったと回答。また、50代・60代以上よりも 40

代以下の若手経営者で「住宅ローンの返済」「自動車ローンの返済」の回答割合が比較的高い 

4. 就業不能時に備えておくべきこととして、35.9％が「保険への加入・拡充」と回答。そのほかそれぞれ 2割程度で

「経営引継ぎの準備」（21.4％）、「事業ノウハウの社内共有」（20.4％）、「臨時経営者・後継者の指名」

（19.7％）と回答 

 

＜調査結果についての見解＞ 

今回の調査結果では、経営者が病気やケガによる入院等で就業不能状態となった場合、売上の減少をはじめとした事

業継続リスクがあることがあらためて浮き彫りになりました。売上の減少が起きた場合、その平均は 49％減と、売上半減

してしまったことが明らかになり、中小企業において経営者が不在となることの影響の大きさがうかがえます。経営者が 40

代以下と若い場合、病気などのリスクは低いと考えがちですが、今回の調査では、50代以上の経営者より、経営者の就

業不能による売上減少があったと答えた 40代以下の経営者の割合は、高い傾向となりました。そのため、経営者の年

齢にかかわらず、個人だけでなく法人においても、就業不能時に備えて、事前に準備しておくことが望ましいでしょう。具体

的には、回答に上がっている通り、まずは就業不能時の保障がある保険への加入や現在加入している保険を就業不能

までカバーできるよう拡充することがあげられます。また、事前に社内で、経営者の事業ノウハウを社内共有することで経営

者のみ携わってきた属人的な作業を減らすことや、経営引継ぎの準備・臨時経営者・後継者の指名といった「万が一」の

時に、会社としてどういった対応や準備をしておくことが、スムーズな事業の継続には重要だと考えます。 

 

●見解：エヌエヌ生命保険株式会社 商品企画開発部 十河雄斗 

2013年 4月入社し、代理店サポート業務を経験後、2016年 1

月より、商品企画開発部で企画業務として、中小企業経営者の声を

ヒアリングしつつ、より経営者に役立てる商品開発を担当。 
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中小企業向け事業保険のエヌエヌ生命 

中小企業経営者の就業不能に関する実態を調査 

～ 約 6割が就業不能により売上減少し、平均で売上が約半分に ～ 
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＜調査結果詳細＞ 

（1）就業不能の原因について、約 7割（67.0％）の就業不能経験のある中小企業経営者が｢病気｣と回答。

具体的な病名については、50代・60代以上で｢がん｣が最も多く、40代以下の若手経営者では｢精神疾患｣が最

も多い 

就業不能経験のある中小企業経営者 412名に、突然の病気や事故などで 1 ヶ月以上働けなくなる「就業不能」にな

った原因について聞いたところ、最も多かったのは「病気」（67.0%）で、次いで「業務外の事故（ケガ）」（18.9％）

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別に見ると、「病気」が原因と回答した割合は 60代以上が最も多く 76.3％でした。なお、40代以下の若手経営

者（20代・30代・40代）の 29.9％が「業務外の事故（ケガ）」と回答し、50代の経営者・60代以上の経営者と

比べて回答割合が高い結果となりました。 
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11.9%

18.9%

2.2%

病気 業務に関連した事故（ケガ） 業務外の事故（ケガ） その他

突然の病気や事故などで、ご自身が働けなくなる「就業不能」になった原因は何ですか（n=412、SA） 

突然の病気や事故などで、ご自身が働けなくなる「就業不能」になった原因は何ですか（SA）
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さらに、病気が原因と回答した 276名に対して、具体的な病名について聞いたところ、「がん」（19.6%）が最も多く、

次いで「脳卒中」（9.8%）、「心疾患」（9.1%）、「精神疾患」（7.2%）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別に見ると、60代以上と 50代の経営者は「がん」（それぞれ 25.2％、16.1％）と回答した割合が最も高く、

40代以下の若手経営者は「精神疾患」（18.8％）と回答した割合が最も高くなりました。 
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答えたくない

就業不能の原因となった具体的な病名について教えてください

（n=276、SA）

（％） 

10.4%

16.1%

25.2%

4.2%

7.5%

11.9%

4.2%

8.6%

12.6%

4.2%

2.2%

3.0%

4.2%

2.2%

4.4%

12.5%

4.3%

3.7%

4.2%

2.2%

2.2%

2.1%

2.2%

0.7%

0.0%

0.0%

0.7%

18.8%

6.5%

3.7%

2.1%

3.2%

1.5%

2.1%

2.2%

1.5%

16.7%

28.0%

25.2%

14.6%

15.1%

3.7%

若手経営者

（n=48）

50代の

経営者

（n=93）

60代以上の

経営者

（n=135）
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（2）約 6割（60.7％）が就業不能により会社経営を離れていた際の売上が「減少した」と回答し、平均で 49％

売上が減少した 

就業不能経験のある中小企業経営者 412名に、会社経営を離れていたことにより売上は減少したか聞いたところ、

60.7％が「減少した」と回答しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、減少したと答えた 250名に、何％売上が減少したか聞いたところ、平均値は 49％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに年代別で比較すると、40代以下の若手経営者の 75.9％が「減少した」と回答し、50代・60代以上の経営者

よりも多い回答割合となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減少した

60.7%

減少していない

39.3%

ご自身が就業不能となり会社経営から離れていたことにより、売上は減少しましたか

（n=412、SA）

どの程度にまで売上は減少しましたか（n=250、数値回答：0～99） 
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（3）就業不能時、約半数が「自身・家族の生活費」（48.8％）に困ったと回答。また、50代・60代以上よりも

40代以下の若手経営者で「住宅ローンの返済」「自動車ローンの返済」の回答割合が比較的高い 

就業不能経験のある中小企業経営者 412名に、就業不能で会社経営から離れていた際にプライベートでお金につい

て困ったことを聞いたところ、約半数（48.8％）が回答した「自身・家族の生活費」が最も多く、次いで「医療費・療養

費」（31.1％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別に比較すると、50代・60代以上の経営者に比べて 40代以下の若手経営者で、「住宅ローンの返済」「自動

車ローンの返済」と回答した割合が高くなりました。 
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就業不能で会社経営から離れていた際に、プライベートでお金について困ったことは何ですか（n=412、MA） 

 （％） 

就業不能で会社経営から離れていた際に、プライベートでお金について困ったことは何ですか（MA） 
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また、会社経営から離れていた際に仕事について不安だったことを聞いたところ、約半数が「顧客に迷惑をかけること」

（46.8％）と回答し、次いで「従業員に迷惑をかけること」（36.4％）、「経営の代行・後任」（35.9％）と回答しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、就業不能になった際に廃業を考えたか聞いたところ、計約４割（39.3％）が考えた（「かなり考えた」「少し考え

た」）と回答しました。 
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就業不能になった際に廃業を考えましたか（n=412、SA）
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就業不能で会社経営から離れていた際に、仕事について不安だったことは何ですか（n=412、MA） 
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さらに、廃業を考えた／実際に廃業したと回答した 168名に、就業不能になってからどのくらい経過してから廃業を考えた

か聞いたところ、1 ヶ月未満（38.1％）が最も多く、「1 ヶ月以上 3 ヶ月未満」（30.4%）と回答した割合と合わせる

と 3 ヶ月未満に廃業を考えたのは約 7割（68.5%）にも上りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）就業不能時に備えておくべきこととして、35.9％が「保険への加入・拡充」と回答。そのほかそれぞれ 2割程度

で「経営引継ぎの準備」（21.4％）、「事業ノウハウの社内共有」（20.4％）、「臨時経営者・後継者の指名」、

（19.7％）と回答 

就業不能経験のある中小企業経営者 412名に、就業不能時を振り返り、「このようにしておけば良かった」と思うことに

ついて聞いたところ、35.9％が「保険への加入・拡充」と回答した。次いで、「経営引継ぎの準備」（21.4％）、「事業ノ

ウハウの社内共有」（20.4％）、「臨時経営者・後継者の指名」、（19.7％）と回答しました。 
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廃業を考えたのは、就業不能になってからどのくらい経過してからですか（n=168、SA） 

 

仕事について不安だったことは何ですか（n=412、MA 

就業不能時を振り返り、「このようにしておけば良かった」と思うことを教えてください（n=412、MA） 

 

仕事について不安だったことは何ですか（n=412、MA 
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また、最も多かった「保険への加入・拡充」に関連して、就業不能保険に期待するものを聞いたところ、「生活・医療への

給付金の多さ」（58.7％）と「保障の対象となる疾病の範囲が広いこと」（56.3％）の回答が半数以上、「借入金や

運転資金など事業継続に必要な資金が手当てできること」（40.0％）と「従業員の就業不能支援に活用できること」

（39.8％）の回答も約４割に上りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

調査対象：日本全国の 1 ヶ月以上休職した経験を持つ中小企業経営者・元中小企業経営者 

※従業員 300人未満の規模の会社経営者（社長、会長、取締役、自営業） 

※従業員 300人未満の規模の元会社経営者（社長、会長、取締役、自営業） 

サンプル：全国 中小企業経営者：206名、元中小企業経営者：206名 

調査方法：インターネット調査 

実施時期：2021年６月 18日～６月 20日 

※回答結果はパーセント表示を行っており、小数点以下第 2位を四捨五入して算出しているため、各回答の合計が

100％にならない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

エヌエヌ生命は、オランダにルーツを持ち、175 年におよぶ伝統を誇る NN グループの一員です。NN グループは、欧州および 

日本を主な拠点とし、20 ヵ国にわたり、保険および資産運用事業を展開しています。その名は、源流である「ナショナーレ・ネ

ーデルランデン」に由来しています。エヌエヌ生命は、1986 年に日本で初めてのヨーロッパ生まれの生命保険会社として営業を

開始して以来、30 年以上にわたり、中小企業の”大切なもの”を共に守る商品やサービスをご提供しています。 

本件に関する問い合わせ先（報道機関用） 

エヌエヌ生命保険株式会社 広報部  原 

TEL: 03-6892-0523  Email: ML-IL-JP-CCA@nnlife.co.jp 

株式会社プラップジャパン  中村 

TEL:  080-6656-0933  Email: nnlife@prap.co.jp 
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就業不能保険にどのようなものを期待しますか（n=412、MA）
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